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【手続補正書】
【提出日】令和3年6月7日(2021.6.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報送信方法であって、
　制御リソースセットの構成情報を物理報知チャネル上で搬送することを備え、前記構成
情報を用いて、前記制御リソースセットの時間領域位置情報および周波数領域位置情報の
少なくとも一方が端末に対して示され、
　前記時間領域位置情報は、前記制御リソースセットが存在するスロットの情報と、前記
スロット内の前記制御リソースセットによって占有されるシンボルの位置情報とを備え、
前記スロット内の前記制御リソースセットによって占有される前記シンボルの前記位置情
報は、前記スロット内の前記制御リソースセットによって占有される前記シンボルの開始
シンボルインデックスと、前記スロット内の前記制御リソースセットが占有する前記シン
ボルの数とを備え、前記方法はさらに、
　前記構成情報に従って前記制御リソースセットを前記端末に送信することを備える、方
法。
【請求項２】
　前記制御リソースセットの前記構成情報は前記制御リソースセットの帯域幅情報を備え
、
　前記制御リソースセットの前記構成情報は前記制御リソースセットの前記周波数領域位
置情報を備え、前記周波数領域位置情報は制御リソースセットと同期信号ブロックとの間
の周波数オフセットによって示される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記制御リソースセットが存在する前記スロットは、同期信号ブロックを備える、請求
項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記制御リソースセットの前記構成情報をさらに用いて、前記制御リソースセットが前
記同期信号ブロックを含む前記スロットで送信されるか否か、または前記制御リソースセ
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ットが前記同期信号ブロックを含まない前記スロットで送信されるか否かが示される、請
求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記制御リソースセットが前記同期信号ブロックを含む前記スロットおよび前記同期信
号ブロックを含まない前記スロットの両方で送信される場合、前記同期信号ブロックを含
む前記スロットおよび前記同期信号ブロックを含まない前記スロットの両方における前記
制御リソースセットについて同じリソースマッピング規則が採用される、請求項３に記載
の方法。
【請求項６】
　前記制御リソースセットの前記構成情報は、隣接するモニタリングウィンドウ同士の間
の時間領域オフセット、およびモニタリングウィンドウの開始位置、の少なくとも１つを
備え、前記制御リソースセットのモニタリングウィンドウは前記制御リソースセットの少
なくとも１度のモニタリング機会を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記制御リソースセットの前記モニタリングウィンドウは同期信号ブロックに対応する
、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記制御リソースセットの前記モニタリングウィンドウの前記時間領域継続期間は１ス
ロット以上である、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記隣接するモニタリングウィンドウ同士の間の前記時間領域オフセットは、０、前記
モニタリングウィンドウの前記時間領域継続期間、および前記モニタリングウィンドウの
前記時間領域継続期間の１／Ｘ、の少なくとも一つを備え、Ｘは１よりも大きい整数であ
り、Ｘの値は予め定められたプロトコルによって予め定義されている、請求項６に記載の
方法。
【請求項１０】
　情報受信方法であって、
　制御リソースセットの構成情報を受信することを備え、前記制御リソースセットの前記
構成情報は物理報知チャネル上で搬送され、前記構成情報を用いて、前記制御リソースセ
ットの時間領域位置情報および周波数領域位置情報の少なくとも一方が示され、
　前記時間領域位置情報は、前記制御リソースセットが存在するスロットの情報と、前記
スロット内の前記制御リソースセットによって占有されるシンボルの位置情報とを備え、
前記スロット内の前記制御リソースセットによって占有される前記シンボルの前記位置情
報は、前記スロット内の前記制御リソースセットによって占有される前記シンボルの開始
シンボルインデックスと、前記スロット内の前記制御リソースセットが占有する前記シン
ボルの数とを備え、前記方法はさらに、
　前記構成情報に従って前記制御リソースセットを受信することを備える、方法。
【請求項１１】
　前記制御リソースセットの前記構成情報は前記制御リソースセットの帯域幅情報を備え
、
　前記制御リソースセットの前記構成情報は前記制御リソースセットの前記周波数領域位
置情報を備え、前記周波数領域位置情報は制御リソースセットと同期信号ブロックとの間
の周波数オフセットによって示されるか、または、前記制御リソースセットが存在する前
記スロットは、同期信号ブロックを備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記制御リソースセットの前記構成情報は、隣接するモニタリングウィンドウ同士の間
の時間領域オフセット、およびモニタリングウィンドウの開始位置、の少なくとも１つを
備え、前記制御リソースセットのモニタリングウィンドウは前記制御リソースセットの少
なくとも１度のモニタリング機会を備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
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　前記制御リソースセットの前記モニタリングウィンドウは同期信号ブロックに対応する
、または、
　前記制御リソースセットの前記モニタリングウィンドウの前記時間領域継続期間は１ス
ロット以上である、または、
　前記隣接するモニタリングウィンドウ同士の間の前記時間領域オフセットは、０、前記
モニタリングウィンドウの前記時間領域継続期間、および前記モニタリングウィンドウの
前記時間領域継続期間の１／Ｘ、の少なくとも一つを備え、Ｘは１よりも大きい整数であ
り、Ｘの値は予め定められたプロトコルによって予め定義されている、請求項１２に記載
の方法。
【請求項１４】
　情報送信装置であって、
　制御リソースセットの構成情報を物理報知チャネル上で搬送するように構成された構成
モジュールを備え、前記構成情報を用いて、前記制御リソースセットの時間領域位置情報
および周波数領域位置情報の少なくとも一方が端末に対して示され、前記装置はさらに、
　前記構成情報に従って前記制御リソースセットを送信するように構成された送信モジュ
ールを備え、
　前記制御リソースセットの前記構成情報は、前記制御リソースセットの前記時間領域位
置情報を備え、前記時間領域位置情報は、前記制御リソースセットが存在するスロットの
情報と、前記スロット内の前記制御リソースセットによって占有されるシンボルの位置情
報とを備え、前記スロット内の前記制御リソースセットによって占有される前記シンボル
の前記位置情報は、前記スロット内の前記制御リソースセットによって占有される前記シ
ンボルの開始シンボルインデックスと、前記スロット内の前記制御リソースセットが占有
する前記シンボルの数とを備える、装置。
【請求項１５】
　情報受信装置であって、
　制御リソースセットの構成情報を受信するように構成された第１の受信モジュールを備
え、前記制御リソースセットの前記構成情報は物理報知チャネル上で搬送され、前記構成
情報を用いて、前記制御リソースセットの時間領域位置情報および周波数領域位置情報の
少なくとも一方が示され、前記装置はさらに、
　前記構成情報に従って前記制御リソースセットを受信するように構成された第２の受信
モジュールを備え、
　前記制御リソースセットの前記構成情報は、前記制御リソースセットの前記時間領域位
置情報を備え、前記時間領域位置情報は、前記制御リソースセットが存在するスロットの
情報と、前記スロット内の前記制御リソースセットによって占有されるシンボルの位置情
報とを備え、前記スロット内の前記制御リソースセットによって占有される前記シンボル
の前記位置情報は、前記スロット内の前記制御リソースセットによって占有される前記シ
ンボルの開始シンボルインデックスと、前記スロット内の前記制御リソースセットが占有
する前記シンボルの数とを備える、装置。
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